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自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

 

淺
あさ

川
かわ

都
みやこ

 

新年
しんねん

あけましておめでとうございます。本年
ほんねん

も自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

をよろしくお

願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

昨
さく

年
ねん

は、何
なん

と言
い

っても新
しん

型
がた

コロナウイルスの影
えい

響
きょう

を大
おお

きく受
う

けた年
とし

でした。 

当
とう

センターでもクラスターを出
だ

さないよう感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

を万
ばん

全
ぜん

にしながら、皆
みな

さまのご理
り

解
かい

、ご 協
きょう

力
りょく

のおかげで活
かつ

動
どう

を続
つづ

けることができました。 

東
とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピック開
かい

催
さい

の年
とし

でもありました。コロナ禍
か

のため開
かい

催
さい

時
じ

期
き

が遅
おく

れたり、無
む

観
かん

客
きゃく

であったりと例
れい

年
ねん

の明
あか

るいムードとは少
すこ

し違
ちが

ったかもしれません

が、選
せん

手
しゅ

の頑
がん

張
ば

る 姿
すがた

に勇
ゆう

気
き

づけられた方
かた

も多
おお

かったのではないでしょうか。 

新
しん

型
がた

コロナウイルスの影
えい

響
きょう

や人
ひと

手
で

不
ぶ

足
そく

により 十
じゅう

分
ぶん

な自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

を 行
おこな

うことが 難
むずか

しい

年
とし

でした。そんななかでも、リモートで I
アイ

L
エル

P
ピー

を 行
おこな

うなど 新
あたら

しい方
ほう

法
ほう

を取
と

り入
い

れなが

ら 私
わたし

たちにできるかたちで支
し

援
えん

を続
つづ

けてきました。初
はじ

めは戸
と

惑
まど

いもありましたが、遠
えん

方
ぽう

の方
かた

にも I
アイ

L
エル

P
ピー

を受
じゅ

講
こう

していただけるようになるなど支
し

援
えん

の幅
はば

が広
ひろ

がり、悪
わる

いことばか

りではありませんでした。 

現
げん

在
ざい

も自
じ

立
りつ

に向
む

けて個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

を進
すす

めている方
かた

が何
なん

人
にん

かいらっしゃいます。 

そのなかには今
こ

年
とし

自
じ

立
りつ

される予
よ

定
てい

の方
かた

もいらっしゃるので楽
たの

しみにしています。今
こ

年
とし

も

引
ひ

き続
つづ

きコロナ禍
か

ではありますが、 重
じゅう

度
ど

な 障
しょう

がい者
しゃ

が地
ち

域
いき

で当
あ

たり前
まえ

に暮
く

らせるように

支
し

援
えん

を続
つづ

けていきます。 

一昨年
お と と し

の 9月
がつ

に前
ぜん

代
だい

表
ひょう

の竹
たけ

島
しま

から代
だい

表
ひょう

を淺
あさ

川
かわ

に引
ひ

き継
つ

ぎました。 

また、昨年
さくねん

、自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

は 25 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えることができ、30 周
しゅう

年
ねん

に向
む

けて川
かわ

元
もと

の時
じ

代
だい

から築
きず

いてきたものに 新
あたら

しいものを取
と

り入
い

れながらさらに発
はっ

展
てん

していけ

ますよう尽
じん

力
りょく

しているところです。 

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

は、今
こん

後
ご

とも地
ち

域
いき

で暮
く

らす 障
しょう

がい者
しゃ

の安
あん

定
てい

した生
せい

活
かつ

のため

に、また自
じ

分
ぶん

らしい自
じ

己
こ

実
じつ

現
げん

ができるように 力
ちから

を注
そそ

いで参
まい

りたいと思
おも

います。関
かん

係
けい

する

皆
みな

さま方
がた

、どうか本
ほん

年
ねん

も益
ます

々
ます

のご支
し

援
えん

ご 協
きょう

力
りょく

をいただきますよう、宜
よろ

しくお願
ねが

い申
もう

し

上
あ

げます。 

新年
しんねん

のご挨拶
あいさつ
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向
む

かって 左
ひだり

：新井
あらい

ひかり 右
みぎ

：鷺
さぎ

原
はら

由
ゆ

佳
か

さん 

 

新
あら

井
い

 ひかり 

 

こんにちは。 D
ディー

P
ピー

I
アイ

日
に

本
ほん

会
かい

議
ぎ

の鷺
さぎ

原
はら

由
ゆ

佳
か

さん講
こう

師
し

の精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の研
けん

修
しゅう

につい

て報
ほう

告
こく

します。 

2021年
ねん

10月
がつ

27日
にち

の水
すい

曜
よう

日
び

に D
ディー

P
ピー

I
アイ

日
に

本
ほん

会
かい

議
ぎ

の鷺
さぎ

原
はら

由
ゆ

佳
か

さんをお招
まね

きして、

「精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

のこと 当
とう

事
じ

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に

考
かんが

えよう！」という内
ない

容
よう

で研
けん

修
しゅう

を 行
おこな

いました。 

 

鷺
さぎ

原
はら

さんの自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

や仕
し

事
ごと

での合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

などのお 話
はなし

をお聞
き

きしました。 

カームダウンスペース（ 休 憩
きゅうけい

スペース）を使
つか

ったり、普
ふ

段
だん

の会
かい

話
わ

で信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

をつくっ

ておくことで具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなった時
とき

に対
たい

応
おう

できたりする、といったお 話
はなし

が参
さん

考
こう

になりまし

た。 

その後
ご

、 私
わたし

も自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

の 障
しょう

害
がい

者
しゃ

職
しょく

員
いん

として講
こう

師
し

側
がわ

から 話
はなし

をさせ

てもらいました。 

 質
しつ

疑
ぎ

応
おう

答
とう

で色
いろ

々
いろ

話
はなし

をしました。印
いん

象
しょう

に残
のこ

っていることは、たくさんあって書
か

ききれ

ません。特に、研
けん

修
しゅう

を受
う

けてくれた皆
みな

様
さま

が「精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

がある方
かた

との関
かか

わり方
かた

を知
し

りた

い。」と意
い

欲
よく

的
てき

に参
さん

加
か

してくださったので、とても有
ゆう

意
い

義
ぎ

な研
けん

修
しゅう

になりました。 

 新
しん

型
がた

コロナウイルスの緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せん

言
げん

の影
えい

響
きょう

で再
さい

々
さい

延
えん

期
き

になりましたが、無
ぶ

事
じ

に開
かい

催
さい

で

きてよかったです。 

またこのような機
き

会
かい

がありま

したら、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の理
り

解
かい

促
そく

進
しん

と啓
けい

発
はつ

を 行
おこな

ないたいです。

ありがとうございました。 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

のこと 当
とう

事
じ

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に 考
かんが

えよう！ 
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淺
あさ

川
かわ

 都
みやこ

 

全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損 傷
そんしょう

者
しゃ

連合
れんごう

会
かい

東京都
とうきょうと

支部
し ぶ

に於
お

いて9
９

月
がつ

18
１８

日
にち

(土
ど

)に秋葉原
あきはばら

コンベンションホ

ールにてイベントが 行
おこな

われました。当日
とうじつ

は 会 場
かいじょう

とオンラインのハイブリッドで 行
おこな

う

予定
よてい

でしたが、コロナウイルス対策
たいさく

のためオンライン配信
はいしん

のみでさせていただきました。 

 

～講演
こうえん

1～ 

講師
こうし

として、 S N S
えすえぬえす

配信
はいしん

や全国
ぜんこく

での講演
こうえん

活動
かつどう

、 H I S
えいちあいえす

ユニバーサルツーリズムのス

ペシャルサポーターとして 車
くるま

いすでも旅行
りょこう

しやすいツアーの 監 修
かんしゅう

などで活躍
かつやく

されている

沖縄県
おきなわけん

在 住
ざいじゅう

の三代
み よ

達也
たつや

さんにお越
こ

し 頂
いただ

き、9ヶ月
かげつ

間
かん

をかけて世界
せかい

一 周
いっしゅう

を旅
たび

された

貴重
きちょう

な経験談
けいけんだん

をお話
はな

し 頂
いただ

きました。 

三代
み よ

さんは、中途
ちゅうと

障 害
しょうがい

で１８歳
さい

の時
とき

に仕事
しごと

帰
がえ

りに頸髄
けいつい

損 傷
そんしょう

となりました。 入 院
にゅういん

中
ちゅう

に師匠
ししょう

となる人
ひと

に出逢
で あ

います。 

その師匠
ししょう

から、「 病 院
びょういん

から外泊
がいはく

する時
とき

に 1
ひと

人
り

で帰
かえ

る。」これが一
ひと

つ目
め

のミッションでし

た。 

二
ふた

つ目
め

に与
あた

えられたのは、「 東 京
とうきょう

で一人
ひとり

暮
ぐ

らししろ。」というミッションです。自分
じぶん

で家
いえ

を見
み

つけて単 身
たんしん

生活
せいかつ

が始
はじ

まりました。仕事
しごと

を始
はじ

めるようになって 2年目
ねんめ

の 23歳
さい

の時
とき

、

同 僚
どうりょう

からハワイ旅行
りょこう

を勧
すす

められます。ハワイでバーにいた時
とき

に、いた人
ひと

から、「なんで

車椅子
くるまいす

なんだ？踊
おど

ろうぜ。」と声
こえ

がかかり、 心
こころ

のバリアフリーが無
な

かったのです。トイレ

に行
い

きたくなった時
とき

、小
ちい

さなバーであるにもかかわらず車椅子
くるまいす

の人
ひと

が 3-4人
にん

は入
はい

れそうな

トイレがありました。 環 境
かんきょう

もバリアフリーでした。三代
み よ

さんにとって 障 害
しょうがい

の感
かん

じるこ

とのない世界
せかい

でした。その後
ご

27歳
さい

で世界
せかい

一 周
いっしゅう

を決意
けつい

します。世界
せかい

のトイレ事情
じじょう

。日本
にほん

は

清潔
せいけつ

だが数
かず

が限
かぎ

られている。アメリカは質素
しっそ

だが、数
かず

が多
おお

い。 

三代
み よ

さんが世界
せかい

で一番
いちばん

好
す

きだった国
くに

はタイです。バリアフリーなわけではなかったです

が、「 日 常
にちじょう

的
てき

に人
ひと

が助
たす

けてくれる世界
せかい

共 通
きょうつう

のバリアフリーは、人
ひと

である。 環 境
かんきょう

がバリ

アフリーでないからあの国
くに

に行
い

かないといった 考
かんが

え方
かた

は勿体
もったい

無
な

いと思
おも

う。」といったよう

なお 話
はなし

でした。 

コロナの 影 響
えいきょう

が出
で

て、車椅子
くるまいす

トラベラーとしてピンチを迎
むか

えます。コロナ後
ご

の国内
こくない

に

行
い

きたいリゾート地
ち

は沖縄
おきなわ

だと思
おも

い、沖縄
おきなわ

に移住
いじゅう

します。沖縄
おきなわ

で受
う

けた 衝 撃
しょうげき

、横
よこ

のつ

コロナ禍
か

の先
さき

にある自
じ

由
ゆう

な旅
りょ

行
こう

に向
む

けて聞
き

いておくべき講話
こ う わ
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ながりの強
つよ

さ 困
こま

っている人
ひと

に対
たい

して、 皆
みんな

で助
たす

け合
あ

い解決
かいけつ

する。ユイマールの 力
ちから

があ

りました。 

 

～講演
こうえん

2 ～ 

ユニバーシャル社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けてのMaaS
マ ー ス

の活用
かつよう

として 中 央
ちゅうおう

大学
だいがく

研 究
けんきゅう

開発
かいはつ

機構
きこう

教 授
きょうじゅ

の秋山
あきやま

哲男
てつお

先生
せんせい

にご講演
こうえん

頂
いただ

きました。MaaS
マ ー ス

とは、モビリティアズアサービスの

略 称
りゃくしょう

で、電子
でんし

カード、スマホアプリ、スマホ決済
けっさい

を使
つか

ってシームレスに交通
こうつう

移動
いどう

を 行
おこな

える仕組
し く

みのことです。交通機関
こうつうきかん

の 情 報
じょうほう

収 集
しゅうしゅう

や、運賃
うんちん

の決済
けっさい

がスマホでできるため人
ひと

の移動
いどう

が簡単
かんたん

にでき、目的
もくてき

地
ち

までスムーズに行
い

くことができます。スマートフォン（アプ

リ）、クレジットカード、電子
でんし

カードなどがあるとできます。 

 

MaaS
マ ー ス

の課題
かだい

 

全国
ぜんこく

の 公 共
こうきょう

交通機関
こうつうきかん

や、交通
こうつう

情 報
じょうほう

のデータの一元
いちげん

化
か

、交通
こうつう

事業
じぎょう

者
しゃ

同士
どうし

の 協 力
きょうりょく

組織
そしき

の構築
こうちく

による全国
ぜんこく

共 通
きょうつう

運賃
うんちん

化
か

、 情 報
じょうほう

集 約
しゅうやく

と効率
こうりつ

化
か

のための 強 靭
きょうじん

なセキュリテ

ィ対策
たいさく

が挙
あ

げられます。MaaS
マ ー ス

アプリ世界
せかい

、アメリカ、ヨーロッパの 200都市
と し

以上
いじょう

で使
つか

え

るます。このアプリでモビリティサービスの情報検索
じょうほうけんさく

、予約
よ や く

、運賃
うんちん

払
ばら

い、ルート検索
けんさく

する

とシアトルでは、様々
さまざま

なモビリティが利用
り よ う

できます。公 共
こうきょう

交通
こうつう

、地下鉄
ち か て つ

、バス、路面
ろ め ん

電車
でんしゃ

、モノレール、シェアリングサービス、カーシェア、自転車
じ て ん し ゃ

シェア、スクーターシェ

ア、ライドシェアなどが使
つか

えます。 

他
ほか

、様々
さまざま

な質問
しつもん

が出
で

ました。 

Q：日本
に ほ ん

でMaaS
マ ー ス

を充 実
じゅうじつ

するために障 害
しょうがい

当事者
と う じ し ゃ

団体
だんたい

は何
なに

をすれば良
よ

いですか？ 

A：障 害
しょうがい

者
しゃ

は使
つか

えるアプリと車 両
しゃりょう

を充 実
じゅうじつ

させること、そして運賃
うんちん

が高額
こうがく

ではないことが

重 要
じゅうよう

である。 障
しょう

がい者
しゃ

が使
つか

いやすいアプリを開発
かいはつ

することが第一
だいいち

優先
ゆうせん

だと思
おも

う。アプリ

決済
けっさい

が簡単
かんたん

にできようにする事
こと

も大事
だ い じ

である。実験
じっけん

都市
と し

を作
つく

って当事者
と う じ し ゃ

の意見
い け ん

を反映
はんえい

され

る。 

 

Q：各自
か く じ

治
ち

体制
たいせい

作
さく

プロセスへの当事者
と う じ し ゃ

参加
さ ん か

へのアクションについて教
おし

えてください。 

A：交通
こうつう

サービスを民間
みんかん

でなく公 共
こうきょう

的
てき

に整備
せ い び

し、安定
あんてい

してサービス教 受
きょうじゅ

ができるような

仕組
し く

みを作
つく

るといい。MaaS
マ ー ス

の整備
せ い び

はそれからだと思
おも

う。 

というような質問
しつもん

もありました。いずれにしても日本
に ほ ん

でMaaS
マ ー ス

が実用
じつよう

化
か

されるようになるの

は、まだ先
さき

かなと感
かん

じました。この二
ふた

つの講演
こうえん

を聞
き

いて早
はや

くコロナが終 息
しゅうそく

し自由
じ ゆ う

に旅行
りょこう

で

きる時
とき

が早
はや

く来
く

るよう願
ねが

っています。 
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阿
あ

保
ぼ

 弘
こう

平
へい

 

みなさま、こんにちは 

今
こん

回
かい

は川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

を 3回
かい

受
じゅ

講
こう

させていただいたことを書
か

こうと思
おも

います。 

 

2021年
ねん

7月
がつ

17日
にち

 16:00-18:00 川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

『鉄
てつ

道
どう

利
り

用
よう

の現
げん

状
じょう

をしろう』 

今
こん

回
かい

は川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

にズーム参
さん

加
か

させていただきました。ありがとうございます。 

今
こん

回
かい

は 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の 話
はな

しを聞
き

かせていただきました。みなさまは 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の 方
かた

がど

んな補
ほ

助
じょ

機
き

械
かい

やどんな大
たい

変
へん

さを感
かん

じているか聞
き

いたり知
し

ってたりしますか？ 

私
わたし

は機
き

械
かい

については 少
すこ

し聞
き

いてたりはしましたが、 大
たい

変
へん

な 事
こと

はこんなことだろうなぁとか 想
そう

像
ぞう

でしかわかませんでした。 電
でん

車
しゃ

の 電
でん

光
こう

掲
けい

示
じ

板
ばん

とかに『 緊
きん

急
きゅう

時
じ

』とかだけでも書
か

いてくれると良
よ

い

とか色
いろ

々
いろ

ありました。 私
わたし

の知
し

らない事
こと

がまだまだたくさんあると思
おも

うので、これからも色
いろ

んな講
こう

座
ざ

に出
だ

させて 頂
いただ

いてみなさまに寄
よ

り添
そ

える人
にん

間
げん

になりたいです。 

 

2021年 9/18土曜日
どようび

18-20 川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

  パラスポーツの祭
さい

典
てん

を振
ふ

り返
かえ

って 

カナダ在
ざい

住
じゅう

のかたをお招
まね

きしてのパラリンピックの事
こと

をお 伺
うかが

いしました。 

カナダ 出
しゅっ

国
こく

時
じ

と日
に

本
ほん

入
にゅう

国
こく

の 話
はなし

をまずして 頂
いただ

きました。 

日
に

本
ほん

に入
はい

る時
とき

は指
し

定
てい

ホテルで 3日
か

は自
じ

室
しつ

待
たい

機
き

をする必要がありますが、その際
さい

、ルームサービスは

頼
たの

めたが、アメニティ（ホテル備
そな

え付
つ

きのタオルや歯
は

ブラシなど）交
こう

換
かん

やベットシーツの交
こう

換
かん

はなか

った。 車
くるま

椅
い

子
す

の方
かた

でアメニティ交
こう

換
かん

などないときついだろうなと思
おも

いました。 

 ルームサービスは部屋
へ や

の 外
そと

までしかきてくれない。 車
くるま

椅
い

子
す

でドアを開
あ

けたまま 食
しょく

事
じ

トレー等
など

いれ

るのきつい。 膝
ひざ

におけるトレーとかの 大
おお

きさじゃなかった。ウーバーイーツは 頼
たの

めたらしいが 試
ため

して

ない。ウーバーイーツみたいに紙
かみ

袋
ぶくろ

の方
ほう

が持
も

ちやすくてよかった。 

選
せん

手
しゅ

村
むら

では、自
じ

動
どう

運
うん

転
てん

のバスが走
そう

行
こう

していた。 

パラリンピック 会
かい

場
じょう

のはなしで 代
だい

表
ひょう

選
せん

手
しゅ

が 他
ほか

の 競
きょう

技
ぎ

を見
み

る 席
せき

には 赤
あか

いマットが敷
し

かれてい

たが 車
くるま

椅
い

子
す

のタイヤでも大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

な素
そ

材
ざい

だった。 

サイトラインの話
はな

し。みなさまはサイトラインという言
こと

葉
ば

は聞
き

いたことはありますか？ 

観
かん

客
きゃく

席
せき

で自
じ

分
ぶん

の 前
まえ

の 席
せき

の 人
ひと

が立
た

っても、 車
くるま

椅
い

子
す

の座
ざ

高
こう

で 競
きょう

技
ぎ

が見
み

えるようにすることかな。 

観
かん

覧
らん

用
よう

にサイトラインは確
かく

保
ほ

されていた。 

ハード面
めん

は 充
じゅう

実
じつ

していても案
あん

内
ない

する人
ひと

が操
そう

作
さ

に慣
な

れてないのと、融
ゆう

通
ずう

が利
き

かない。 

例
たと

えば、一
いっ

般
ぱん

観
かん

客
きゃく

はいないから 会
かい

場
じょう

に 車
くるま

を横
よこ

づけしたら、砂
じゃ

利
り

道
みち

を通
とお

らずに済
す

んだのに、

川
か わ

内
う ち

アクセス塾
じゅく
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決
き

まりだから砂
じゃ

利
り

の 駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

の真
ま

ん中
なか

で 車
くるま

を下
お

ろされた。 

車
くるま

椅
い

子
す

が乗
の

る 車
くるま

で 車
くるま

椅
い

子
す

固
こ

定
てい

にかなり時
じ

間
かん

を要
よう

したり、日
に

本
ほん

人
じん

ボランティア態
たい

度
ど

はすごく良
よ

かったがアクセシビリティ知
ち

識
しき

はいまいちでした。  

（まとめ） 

海
かい

外
がい

の 人
ひと

の 海
かい

外
がい

から見
み

る日
に

本
ほん

のアクセシビリティも聞
き

くと 勉
べん

強
きょう

になる。 私
わたし

は日
に

本
ほん

内
ない

から日
に

本
ほん

を見
み

てなかったが、日
に

本
ほん

のボランティア態
たい

度
ど

はいいとか、日
に

本
ほん

の気
き

づけていない魅
み

力
りょく

もあるのかなと

思
おも

いました。日
に

本
ほん

の魅
み

力
りょく

も気
き

づけて面
おも

白
しろ

いおじさんになりたいです。 

 

2021/10/23 川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

 

日
に

本
ほん

にやってくると 障
しょう

害
がい

者
しゃ

だと思
おも

い知
し

らされる。 

海
かい

外
がい

在
ざい

住
じゅう

の 車
くるま

いすユーザーのかた二
ふた

人
り

お招
まね

きしていただきました。 

（公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

について）  

エスカレーターで、 車
くるま

いす 対
たい

応
おう

中
ちゅう

に「 車
くるま

いす 対
たい

応
おう

中
ちゅう

です。ご 迷
めい

惑
わく

おかけします」という

風
ふう

なアナウンスが、ずっと流
なが

れるがなんでご迷
めい

惑
わく

なのか。 私
わたし

が 車
くるま

いすに乗
の

ってるのが迷
めい

惑
わく

なのか。

ずっと流
なが

れるから 障
しょう

害
がい

者
しゃ

だと思
おも

い知
し

らされる。 

 話
はな

してくださった方
かた

はせっかく日
に

本
ほん

に帰
き

国
こく

したから、波
なみ

風
かぜ

立
た

てないからあまり言
い

わない。 

 鉄
てつ

道
どう

の 話
はなし

で 障
しょう

害
がい

者
しゃ

だから、「いつお帰
かえ

りですか」とか聞
き

かれるが、普
ふ

通
つう

の人
ひと

には聞
き

かないでし

ょ、そこの違
ちが

いに腹
はら

立
だ

たしい。 障
しょう

害
がい

を持
も

たない方
かた

と同
おな

じようにせっしてほしい。 

海
かい

外
がい

のバスのリフト操
そう

作
さ

は基
き

本
ほん

電
でん

動
どう

でした。 

駅
えき

係
かかり

員
いん

等
など

は基
き

本
ほん

介
かい

助
じょ

者
しゃ

やパートナー、立
た

ってる 方
かた

に 話
はな

してしまう。 電
でん

車
しゃ

を利
り

用
よう

してるのは自
じ

分
ぶん

でどのドアから乗
の

るとか、どの駅
えき

まで行
い

くかは自
じ

分
ぶん

に聞
き

いて欲
ほ

しい。 

 飲
いん

食
しょく

店
てん

のことで食
た

べたいものを食
た

べに行
い

くのに 車
くるま

いすだからってバリアフリーのことを 下
した

調
しら

べ

しなきゃいけない日
に

本
ほん

はおかしい。 

 ハワイは 高
こう

齢
れい

者
しゃ

、すべてのひとにやさしい。 障
しょう

害
がい

者
しゃ

だから 特
とく

別
べつ

扱
あつか

いされなくて良
よ

いが、日
に

本
ほん

は 障
しょう

害
がい

者
しゃ

を特
とく

別
べつ

扱
あつか

いする。 

 日
に

本
ほん

の空
くう

港
こう

サービスとかで二
に

時
じ

間
かん

おきにトイレに行
い

きますかとか聞
き

いたりするが、それは失
しつ

礼
れい

だと

思
おも

う。自
じ

分
ぶん

でトイレとかに行
い

きたいときは自
じ

分
ぶん

から言
い

います。 

 日
に

本
ほん

の 障
しょう

害
がい

者
しゃ

対
たい

応
おう

マニュアルはすべての 障
しょう

害
がい

を 一
いち

元
げん

化
か

しすぎ、 障
しょう

害
がい

には知
ち

的
てき

や 精
せい

神
しん

、

身
しん

体
たい

 いろいろあって多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

。日
に

本
ほん

はスピード至
し

上
じょう

主
しゅ

義
ぎ

、時
じ

間
かん

厳
げん

守
しゅ

、 同
どう

調
ちょう

圧
あつ

力
りょく

が 問
もん

題
だい

。 

時
じ

間
かん

厳
げん

守
しゅ

は日
に

本
ほん

のいいとこでもある。 

 日
に

本
ほん

は 白
はく

人
じん

にはやり過
す

ぎなくらい 親
しん

切
せつ

なのに 黒
こく

人
じん

には 失
しつ

礼
れい

な 対
たい

応
おう

がある。 心
こころ

のバリアフリ

ー、慈
じ

善
ぜん

活
かつ

動
どう

みたく聞
き

こえてイヤだ。 

私
わたし

は日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

からしか日
に

本
ほん

を見
み

ていなかったと 思
おも

いました。これからも 色
いろ

んな 勉
べん

強
きょう

をさせて

いただいて、皆
みな

様
さま

に寄
よ

り添
そ

える 心
こころ

の大
おお

きな人
にん

間
げん

になりたいです。 
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鶴
つる

ヶ
が

野
の

 知
ち

佳
か

 

私
わたし

たちの記
き

憶
おく

に 新
あたら

しい、東
とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピック。 L G B T
エルジービーティー

を 公 表
こうひょう

した選手
せんしゅ

の数
かず

は過去
か こ

最高
さいこう

となりました。 

そのなかでも、 心
こころ

と 体
からだ

の性
せい

が一致
いっち

しないトランスジェンダーの選手
せんしゅ

として、自認
じにん

する

性
せい

でオリンピックに 出
しゅつ

場
じょう

したのがウエイトリフティングのニュージーランド代
だい

表
ひょう

ロー

レル・ハッバード選
せん

手
しゅ

。女
じょ

子
し

８７キロ 級
きゅう

に 出
しゅつ

場
じょう

したハッバード選
せん

手
しゅ

でしたが、これに

ついて不
ふ

公
こう

平
へい

だという声
こえ

も挙
あ

がり話
わ

題
だい

になりました。 

自
じ

身
しん

が L G B T
エルジービーティー

であるということを公
こう

表
ひょう

する。そのことにはどんな意
い

味
み

があるのだろ

うと 考
かんが

えるきっかけになりました。すぐには社
しゃ

会
かい

や 周
しゅう

囲
い

の意
い

見
けん

を変
か

えることはできない

けれど、自
じ

分
ぶん

らしくいられるために、誰
だれ

かを勇
ゆう

気
き

づけるために、必
ひつ

要
よう

なことなのかもしれ

ないと感
かん

じました。 

 

私
わたし

たちプロジェクトは、少
すこ

しずつではありますが日
ひ

々
び

活
かつ

動
どう

を継
けい

続
ぞく

しています。活
かつ

動
どう

の

ひとつとして、事
じ

務
む

所
しょ

の入
い

り口
ぐち

などいたるところにレインボーステッカーを貼
は

りましたので

探
さが

してみてくださいね。これは 私
わたし

たちがアライ（ L G B T
エルジービーティー

の理
り

解
かい

者
しゃ

、支
し

援
えん

者
しゃ

）である

という意
い

味
み

を込
こ

めています。少
すこ

しずつ発
はっ

信
しん

していますので、 興
きょう

味
み

を持
も

っていただけたら

嬉
うれ

しく思
おも

います。 

 

さて、今
こん

回
かい

は映
えい

画
が

をご

紹
しょう

介
かい

します。日
に

本
ほん

では

2018年
ねん

に公
こう

開
かい

された

『君
きみ

の名
な

前
まえ

で僕
ぼく

を呼
よ

ん

で』です。ティモシー・

シャラメ演
えん

じる 17歳
さい

のエ

リオとアーミー・ハマー

演
えん

じるオリバーのひと夏
なつ

の恋
こい

の物
もの

語
がたり

。 

エリオの父
ちち

親
おや

は大
だい

学
がく

の

教
きょう

授
じゅ

であり、毎
まい

年
とし

大
だい

学
がく

院
いん

生
せい

の一
ひと

人
り

を助
じょ

手
しゅ

としてイタリアの別
べっ

荘
そう

に 招
しょう

待
たい

します。そこ
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にやって来
き

たのがオリバーでした。最
さい

初
しょ

はオリバーに対
たい

して嫌
けん

悪
お

感
かん

を抱
いだ

くエリオでした

が、次
し

第
だい

に彼
かれ

に対
たい

する思
おも

いを抑
おさ

えきれなくなっていきます。 

オリバーを思
おも

うエリオの気
き

持
も

ちが痛
いた

いほど伝
つた

わってきて、男
だん

性
せい

同
どう

士
し

の恋
れん

愛
あい

であるという

ことすら忘
わす

れて見
み

入
い

ってしまいました。 

俳
はい

優
ゆう

陣
じん

の演
えん

技
ぎ

の他
ほか

に、 美
うつく

しいイタリアの風
ふう

景
けい

とそれに溶
と

け込
こ

む、おしゃれなファッシ

ョンも見
み

どころのひとつです。 

私
わたし

の好
す

きなシーンはラストです。エリオが暖
だん

炉
ろ

の前
まえ

で泣
な

くというシーンなのですが、セ

リフはひとつも無
な

い長
なが

いシーンであるのに、その 表
ひょう

情
じょう

に惹
ひ

きつけられます。 

今
こん

回
かい

ご 紹
しょう

介
かい

した映
えい

画
が

は 私
わたし

の好
この

みでしかないのですが、最
さい

近
きん

では L G B T
エルジービーティー

をテーマに

した作
さく

品
ひん

が数
かず

多
おお

くあり、サブスクリプションで手
て

軽
がる

に楽
たの

しめるようになってきました。皆
みな

さんも 興
きょう

味
み

があれば探
さが

して

みてくださいね。 

次
じ

回
かい

もお楽
たの

しみに！ 
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しょう

 

 

 

 こんにちは。新
あら

井
い

ひかりです。今
こん

回
かい

は 小
しょう

学
がっ

校
こう

1年
ねん

生
せい

から 3年
ねん

生
せい

までのことを書
か

きます。 

前
ぜん

回
かい

のわたしと 障
しょう

がいで少
すこ

し書
か

きましたが、

小
しょう

学
がっ

校
こう

に 入
にゅう

学
がく

する頃
ころ

には母
はは

は精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

と診
しん

断
だん

されました。 障
しょう

害
がい

のある母
はは

との生
せい

活
かつ

のことも

ここで書
か

きます。 

小
しょう

学
がっ

校
こう

に 入
にゅう

学
がく

するとき、どんなところだろ

う？と期
き

待
たい

していました。 入
にゅう

学
がく

式
しき

の日
ひ

はとても

嬉
うれ

しかったです。特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

に 入
にゅう

学
がく

しまし

たが、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

児
じ

は全
ぜん

校
こう

児
じ

童
どう

で 私
わたし

だけでし

た。特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

の同
どう

級
きゅう

生
せい

や先
せん

輩
ぱい

と毎
まい

日
にち

過
す

ごして、とても楽
たの

しい日
ひ

々
び

でした。 私
わたし

は知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

がなかったので、普
ふ

段
だん

の授
じゅ

業
ぎょう

は普
ふ

通
つう

学
がっ

級
きゅう

で

受
う

けていました。 車
くるま

いすで全
ぜん

介
かい

助
じょ

の 状
じょう

態
たい

だっ

たので、介
かい

助
じょ

員
いん

の先
せん

生
せい

が介
かい

助
じょ

をしてくれまし

た。普
ふ

通
つう

学
がっ

級
きゅう

の同
どう

級
きゅう

生
せい

には、「なんで 車
くるま

いす

に乗
の

っているの？」「なんで装
そう

具
ぐ

をつけている

の？」と聞
き

かれて、「なんで？」と聞
き

かれても自
じ

分
ぶん

のことですが 私
わたし

には分
わ

からなかったの

で、介
かい

助
じょ

員
いん

の先
せん

生
せい

が答
こた

えてくれたりしました。 皆
みんな

と違
ちが

ってなんか嫌
いや

だなあ、と思
おも

いまし

た。 障
しょう

害
がい

の理
り

解
かい

が得
え

られず辛
つら

かったです。2年
ねん

生
せい

になるとリハビリの効
こう

果
か

が少
すこ

しずつ出
で

てきて、特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

から普
ふ

通
つう

学
がっ

級
きゅう

まで 1人
り

で歩
ある

けるようになりました。 

3年
ねん

生
せい

のある日
ひ

、トイレでいじめられて 私
わたし

の気
き

持
も

ちは不
ふ

安
あん

定
てい

になりました。1回
かい

目
め

のい

じめです。ショックで自
じ

分
ぶん

の行
い

きたいタイミングでトイレに行
い

けなくなりました。フラッシ

ュバックや悪
あく

夢
む

を毎
まい

日
にち

みていて 全
まった

く寝
ね

られませんでした。それでも 小
しょう

学
がっ

校
こう

に毎
まい

日
にち

行
い

っ

ていたのは、介
かい

助
じょ

員
いん

の先
せん

生
せい

や同
どう

級
きゅう

生
せい

や先
せん

輩
ぱい

がいつもと変
か

わりなく優
やさ

しく接
せっ

してくださ

ったからです。学
がく

年
ねん

が上
あ

がると少
すこ

しずつ普
ふ

通
つう

学
がっ

級
きゅう

で過
す

ごす時
じ

間
かん

が増
ふ

えていきました。特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

の担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

からはいじめの事
じ

実
じつ

が 共
きょう

有
ゆう

されずに、「特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

にい

るのはもったいない。」と言
い

われて、4年
ねん

生
せい

から普
ふ

通
つう

学
がっ

級
きゅう

で過
す

ごすことになりました。特
とく

 
新
あら

井
い

 ひかり 

実
じっ

家
か

にて撮
さつ

影
えい
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別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

で過
す

ごしたいという、 私
わたし

の意
い

思
し

は尊
そん

重
ちょう

されませんでした。介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

な

状
じょう

態
たい

なのに、家
いえ

で突
とつ

然
ぜん

怒
おこ

ったり、寝
ね

られなくなったりする 私
わたし

を家
か

族
ぞく

はとても心
しん

配
ぱい

して

いました。祖
そ

母
ぼ

と具
ぐ

合
あい

の悪
わる

い母
はは

が 私
わたし

の介
かい

助
じょ

をしてくれました。 薬
くすり

が合
あ

わなくて 症
しょう

状
じょう

が辛
つら

そうな母
はは

。 私
わたし

はただ見
み

ていることしかできませんでした。自
じ

分
ぶん

の意
い

思
し

を伝
つた

えること

を家
か

族
ぞく

の顔
かお

色
いろ

をうかがいながら我
が

慢
まん

していました。 

3年
ねん

生
せい

の終
お

わり頃
ごろ

から、いじめが激
はげ

しくなるのが嫌
いや

で学
がっ

校
こう

に行
い

きたくないと思
おも

ってい

ました。学
がっ

校
こう

に行
い

かせたい祖
そ

父
ふ

と学
がっ

校
こう

に行
い

きたくない私。父
ちち

や祖
そ

父
ふ

との喧
けん

嘩
か

が激
はげ

しくなり

ました。祖
そ

母
ぼ

は 中
ちゅう

立
りつ

的
てき

な立
たち

場
ば

でした。母
はは

は、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の 薬
くすり

が合
あ

わなくて 症
しょう

状
じょう

が悪
あっ

化
か

して喧
けん

嘩
か

の 仲
ちゅう

裁
さい

はできませんでした。 

 

（続
つづ

く） 

 

皆
みな

さまご無沙汰
ぶ さ た

しております。通信
つうしん

に原稿
げんこう

を書
か

くのは久々
ひさびさ

の佐藤
さとう

草作
そうさく

です。お前
まえ

もさ

ぼってばかりでなく何
なに

か書
か

けとお叱
しか

りを受
う

けましたので、一筆
いっぴつ

したためようと思
おも

います。

どんなことを書
か

いたらいいのかと 編 集
へんしゅう

委員
いいん

に問
と

うたところ、「経験談
けいけんだん

」との答
こた

え。    

昔 話
むかしばなし

をせよと受
う

け止
と

めたので、少
すこ

し思
おも

い出話
でばなし

を書
か

いてみたいと思
おも

います。お付
つ

き合
あ

いく

ださい。 

私
わたし

が自立
じりつ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

で 働
はたら

き始
はじ

めたのは今
いま

から約
やく

23年前
ねんまえ

の 1999年
ねん

春
はる

です。

大学
だいがく

を 卒 業
そつぎょう

し、映画
えいが

監督
かんとく

になりたいという漠然
ばくぜん

とした夢
ゆめ

を追
お

いかけていた時期
じ き

で、

海外
かいがい

留 学
りゅうがく

するための資金
しきん

を貯
た

めたいという動機
どうき

から、バイト情報誌
じょうほうし

を見
み

て一番
いちばん

給 料
きゅうりょう

の良
よ

いところに連絡
れんらく

しました。それが CIL小平
こだいら

でした。 

面接
めんせつ

応募
おうぼ

の電話
でんわ

は今
いま

も当事者
とうじしゃ

職 員
しょくいん

として 活 躍 中
かつやくちゅう

の大先輩
だいせんぱい

・大渕
おおぶち

さんが受
う

けてくれま

した。それまで脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

の方
かた

とも言語
げんご

障 害
しょうがい

のある方
ほう

とも接
せっ

したことがなかったので、

失礼
しつれい

ながら「すごいところに電話
でんわ

してしまったなあ」と思
おも

ったのを覚
おぼ

えています。指定
してい

さ

れた面接
めんせつ

日
び

は法事
ほうじ

で帰省
きせい

する予定
よてい

があったので、わざわざ別
べつ

日
び

に変
か

えてもらいましたが、

佐
さ

藤
とう

 草作
そうさく
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その面接
めんせつ

にも大幅
おおはば

に遅刻
ちこく

するという身勝手
み が っ て

ぶりでした。しかし当時
とうじ

は本当
ほんとう

にのんびりした

事務所
じ む し ょ

だったので、特
とく

に怒
おこ

られることもなかったのです。 

面接官
めんせつかん

は CIL小平
こだいら

の設立者
せつりつしゃ

で初代
しょだい

代 表
だいひょう

の川元
かわもと

さんでした。今
いま

から 考
かんが

えると信
しん

じら

れないことですが、面接
めんせつ

と言
い

ってもほとんど雑談
ざつだん

のようなもので、「どんな音楽
おんがく

が好
す

きな

の？」「スピッツが好
す

きです」「いいよね～」といった感
かん

じでした。さらに「 留 学
りゅうがく

するため

にお金
かね

を貯
た

めたいので 1年間
ねんかん

しか 働
はたら

けない」と宣言
せんげん

までしたのですが、なぜか採用
さいよう

され

ました。ちょうど帰省
きせい

する電車
でんしゃ

の 車 中
しゃちゅう

で、採用
さいよう

の電話
でんわ

がかかってきました。携帯
けいたい

電話
でんわ

を

使
つか

い始
はじ

めたばかりだったので、田舎
いなか

の電車
でんしゃ

の中
なか

でも電話
でんわ

ができる！と 驚
おどろ

いたことを記憶
きおく

しています。 

 

CIL小平
こだいら

で 働
はたら

く多
おお

くの方
かた

と同様
どうよう

、 私
わたし

も介助
かいじょ

は

全
まった

くの未経験
みけいけん

でした。 障
しょう

がいのある方
かた

と接
せっ

した

経験
けいけん

は、保育
ほいく

園
えん

の頃
ころ

に自閉症
じへいしょう

の 同 級 生
どうきゅうせい

がいたこ

とくらいでした。当時
とうじ

は今
いま

で言
い

う「 研 修
けんしゅう

」と呼
よ

べ

るものはほとんどなく、利用者
りようしゃ

さんが 直 接
ちょくせつ

指示
し じ

を

出
だ

しながら全
すべ

てを教
おし

えるというスタイルでした。そ

れでも、それ以外
いがい

に何
なに

か 研 修
けんしゅう

をしなければいけな

いという思
おも

いはあったようで、 私
わたし

が入
はい

った時
とき

に、

CIL小平
こだいら

が主催
しゅさい

する初
はじ

めてのヘルパー 研 修
けんしゅう

が開催
かいさい

されました。今
いま

から 考
かんが

えるととても 短
みじか

い 研 修
けんしゅう

で

したが、そこで初
はじ

めて自立
じりつ

生活
せいかつ

センターがどういう

考
かんが

え方
かた

で設立
せつりつ

されたのかを知
し

りました。「これまで

はサービスの受
う

け手
て

でしかなかった 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

が、自分
じぶん

に必 要
ひつよう

なサービスがないので、 自
みずか

ら担
にな

い

手
て

となってサービスを 提 供
ていきょう

する側
がわ

になった」とい

うような説明
せつめい

だったと思います。サービスが無
な

いな

ら自分
じぶん

に必要
ひつよう

なものを自分
じぶん

たちで作
つく

ってしまおう。DIY の精神
せいしん

ですが、それを福祉
ふくし

でやる

とはなんてカッコいい 考
かんが

え方
かた

だ！と 衝 撃
しょうげき

を受
う

けたことを覚
おぼ

えています。 

私
わたし

は 2人
にん

の利用者
りようしゃ

さんが同時
どうじ

に自立
じりつ

したタイミングでたくさん採用
さいよう

された介助者
かいじょしゃ

の中
なか

の一人
ひとり

でした。個性
こせい

豊
ゆた

かな同期
どうき

のメンバーでしたが、その中
なか

で今
いま

も残
のこ

っているのはコーデ

ィネーターの栗田
くりた

さんだけとなりました。ずいぶん長
なが

い時間
じかん

が経
た

ったと感
かん

じます。(続
つづ

く) 

  

入
にゅう

社
しゃ

間
ま

もない頃
ころ
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「アンブレラ」   タナベ アヤト 

 

「へぇ〜あんな小
ちい

さな子
こ

も、バスにひとりで乗
の

る

んだ。」 

久
ひさ

しぶりに乗
の

るバスに通
とお

り過
す

ぎた最初
さいしょ

の感情
かんじょう

が

穏
おだ

やかで私
わたし

は安堵
あ ん ど

した。 

最近
さいきん

の世界的
せかいてき

に問題
もんだい

になっている見
み

えないアイツ

は、今日
き ょ う

も私
わたし

の背後
は い ご

に寄
よ

り添
そ

ったまま。断固
だ ん こ

と

して、離
はな

れてはくれなくて、いい加減
か げ ん

にしてほし

いものだ。 

バスのアナウンスは次
つぎ

の停留所
ていりゅうじょ

を乗
じょう

客
きゃく

に伝
つた

え

た。降車
こうしゃ

ボタンがまたひとり乗
じょう

客
きゃく

の手
て

をとり、

導
みちび

いた。 

運転手
うんてんしゅ

が軽
かる

く会釈
えしゃく

か、ただ顎
あご

をひいただけなの

か、きっと特別
とくべつ

な訓練
くんれん

と勉強
べんきょう

を乗
の

り越
こ

えた者
しゃ

に

しか理解
り か い

できない仕草
し ぐ さ

をしてからバスを動
うご

かし

た。 

視線
し せ ん

を少
すこ

し右
みぎ

にずらすと、視界
し か い

にたくさんの

情報
じょうほう

が入
はい

ってくる。 

初
はじ

めて利用
り よ う

したバスでは全
まった

くないが、私
わたし

には

過ぎ
す ぎ

ゆく多種
た し ゅ

多色
たしょく

な車
くるま

やバイク、自転車
じてんしゃ

などと

同
おな

じくらい、一瞬
いっしゅん

見
み

えただけの自販機
じ は ん き

でさえも

視界
し か い

から離
はな

れているようには認識
にんしき

できず、少
すこ

し手
て

を伸
の

ばしたら触
ふ

れることができそうな気
き

がした。 

興味本
きょうみほん

位
い

で手
て

を伸
の

ばしてみたが、ほんの少
すこ

しとど

きそうになかった。少
すこ

し残念
ざんねん

だった。 

 

久
ひさ

しぶりの病院
びょういん

の帰
かえ

り道
どう

で、歳
とし

のせいもあり、

疲
つか

れていた。自宅
じ た く

まで、あと三十分
さんじゅっぷん

くらいあり

そうなので、ありがたいことに席
せき

にも座
すわ

ることが

できている為
ため

、ちょっとだけ寝
ね

てもいいか････と

考
かんが

えたが、このまま外
そと

の景色
け し き

を見
み

ていることに

した。 

さっき、私
わたし

が乗
じょう

車
しゃ

した際
さい

に「あ！お爺
じい

さん、よ

かったらどうぞ」とせっかく重
おも

たそうなリュック

を抱
だ

き抱
かか

えるようにして席
せき

を譲
ゆず

ってくれた若者
わかもの

に、なんだか申
もう

し訳
わけ

なくなったので、心
こころ

の中
なか

で

ゆっくり会釈
えしゃく

させてもらった。きっと運転手
うんてんしゅ

も、

似
に

たような心境
しんきょう

だったのだろうと考
かんが

えて、少
すこ

し

嬉
うれ

しくなった。 

きっと気
き

のせいだとは思
おも

うが、見慣
み な

れない景色
け し き

と

出会
で あ

うたびに、若返
わかがえ

るような気分
き ぶ ん

になる。年甲斐
と し が い

もなく、死
し

にかけた私
わたし

の両目
りょうめ

はバスの窓
まど

ガラス

越
ご

しに一瞬
いっしゅん

の輝
かがや

きを映
うつ

した。 

勘違
かんちが

いでなければ、今
いま

、横断
おうだん

歩道
ほ ど う

の向
む

こう側
がわ

に見
み

えた彼女達
かのじょたち

はマスク越
ご

しでも分
わ

かるくらいに絶対
ぜったい

に美人
び じ ん

さんだと思
おも

う。もちろん、マスク姿
すがた

も凄
すご

く可愛
か わ い

い。 

 

「あれ？確
たし

か、この工場
こうじょう

を左
ひだり

に曲
ま

がった先
さき

に

は、、おもちゃ屋
や

があった気
き

がするが、、あれ〜お

かしいなぁ。」 

歳
とし

のせい、歳
とし

のせい、そう今
いま

まで言
い

い聞
き

かせてい

る部分
ぶ ぶ ん

もあれば、同時
ど う じ

に誤魔化
ご ま か

していたところも

ある気
き

がするが、私
わたし

の物忘
ものわす

れも本当
ほんとう

にいい加減
か げ ん

にしてほしいものだ。 

いろいろな流行
りゅうこう

に疎
うと

いのは若
わか

い頃
ころ

からな気
き

もす

るが、ここ最近
さいきん

は特
とく

に自分
じ ぶ ん

でも酷
ひど

くなっていると

自覚
じ か く

しているつもりだ。こんなんでも、一応
いちおう

は

年寄
と し よ

りの端
はし

くれ。 

そこら辺
へん

にいる、私
わたし

はただの年金
ねんきん

暮
ぐ

らしのジジ

イなのだ。 

 

「あ、あれは中学校
ちゅうがっこう

、、いや高校
こうこう

か？」 

見慣
み な

れない鈍
にび

色
いろ

のブレザーに、膝
ひざ

丈
たけ

まである墨
すみ

色
いろ
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のスカートを履
は

いた学生
がくせい

と思
おも

われる人
ひと

達
たち

が学校
がっこう

の

門
もん

から出
で

てきているところが見
み

えた。 

「当
あ

たり前
まえ

か、、私達
わたしたち

の頃
ころ

とは制服
せいふく

も全然
ぜんぜん

違
ちが

う。」自分
じ ぶ ん

が学生
がくせい

時代
じ だ い

なんて、一体
いったい

何十年前
なにじゅうねんまえ

のこ

とかと視線
し せ ん

を泳
およ

がせていると、バスのアナウンス

が次
つぎ

の停留所
ていりゅうじょ

を乗
じょう

客
きゃく

に伝
つた

えた。降車
こうしゃ

ボタンが

またひとり乗
じょう

客
きゃく

の手
て

をとり、導
みちび

いた。 

次
つぎ

に視線
し せ ん

を右
みぎ

にずらすと、もう私
わたし

の視界
し か い

に学校
がっこう

の面影
おもかげ

はなかった。 

今
いま

も昔
むかし

も、教
おし

えや常識
じょうしき

とされるものごとは違
ちが

え

ど、虐
いじ

めやハラスメントなどは、きっといつの

時代
じ だ い

になったとしても生
い

きている限
かぎ

り、ずっと向
む

き合
あ

う問題
もんだい

なのかもしれないと、しみじみ感
かん

じ

た。 

いつもそうだが、唐突
とうとつ

に思
おも

い浮
う

かぶ考
かんが

えごとだ

けでもいいから、いっそ日記
に っ き

にでも、まとめてし

まえば、私
わたし

の物忘
ものわす

れも少
すこ

しは可愛
か わ い

らしく見
み

られ

るのだろうか。どちらにしても、窓
まど

ガラス越
ご

しに

映
うつ

る私
わたし

は嬉
うれ

しそうで、私
わたし

も笑顔
え が お

でお返
がえ

しをし

た。 

アイツのせいでずっとマスクをしているが、きっ

と伝
つた

わったと思
おも

う。 

 

通
とお

り雨
あめ

は予想外
よそうがい

だった。思
おも

っていたよりも、しっ

かりとされた雨
あめ

でどこか誇
ほこ

らしげな雨音
あまおと

は、ただ

通
とお

り過
す

ぎただけにするには名残惜
な ご り お

しいくらいに切
せつ

なく、私
わたし

の眠気
ね む け

に話
はな

しかけている。 

「やっぱり寒
さむ

くなるのか。予報
よ ほ う

では寒
さむ

くないよう

に聞
き

いたのに。」 

薄手
う す で

の羽織
は お り

ものを持
も

ってきて正解
せいかい

だった。 

近
ちか

くに立
た

っていた学生
がくせい

達
たち

が、学生
がくせい

ならではの悩
なや

み

や不安
ふ あ ん

を共有
きょうゆう

している。 

「な〜昨日
き の う

の部活
ぶ か つ

の顧問
こ も ん

の長話
ながばなし

、アレなんとか

なんないのかな？」 

「ま〜適当
てきとう

に聞
き

き流
なが

しとけばよくない？考
かんが

える

だけで疲
つか

れるわホント。」 

「でもさ、でもさ、なんで年寄
と し よ

りの話
はなし

って、い

っつもあんな長
なが

いんだろ。」 

私
わたし

のことでは絶対
ぜったい

にないが、心苦
こころぐる

しくなった。

若者
わかもの

よ、いつも申
もう

し訳
わけ

ない。 

片方
かたほう

の学生
がくせい

が話
はなし

を終
お

わらせようとしている様子
よ う す

だった。 

「ま〜でも、こんなことでイライラできるのも

所詮
しょせん

、今のうちだけかあ。」 

思
おも

わず、心
こころ

の声
こえ

が漏
も

れそうになった。心
こころ

の中
なか

で、若者
わかもの

へ向
む

けて言
い

った。 

「んん？それはどうかな若者
わかもの

よ。意外
い が い

と社会
しゃかい

に出
で

てからの方
ほう

が厳
きび

しいと、老
お

いぼれは感
かん

じるぞ。そ

れこそ、何
なに

も言
い

われなくなったら本当
ほんとう

に終
お

わりだ

と、この歳
とし

になっても感
かん

じさせてもらえている気
き

がするし。まあ、、そう言
い

っても、年寄
と し よ

りの小言
こ ご と

は、終
お

わりのないマラソンをひたすら走
はし

っている

気分
き ぶ ん

になってしまうのかもしれない。無理
む り

もな

い。今
いま

も、心
こころ

の中
ちゅう

とはいえ、良
よ

く言
い

ったとして

も所詮
しょせん

は年寄
と し よ

りの独
ひと

り言
げん

なのだから。」 

年々
ねんねん

、考
かんが

え方
がた

も変化
へ ん か

する。誰
だれ

に何
なに

かのスイッチ

を入
い

れてもらうわけでもなく、気
き

がつくと今
いま

見
み

え

ている景色
け し き

も、本当
ほんとう

は昔
むかし

からずっと見
み

えていた

はずの景色
け し き

なのかもしれない。 

このバスに乗
の

っている時間
じ か ん

だけでも、さまざまな

ことを思
おも

い、そして感
かん

じれた。 

なんの変哲
へんてつ

もないさっきの横断
おうだん

歩道
ほ ど う

も。意味
い み

を

考
かんが

えてしまうバスなどで目
め

に入
はい

る広告
こうこく

も。

上半分
うえはんぶん

が白
しろ

、下半分
したはんぶん

が赤色
あかいろ

のリボルバーと書
か

かれ

ていたボロボロになっている不思議
ふ し ぎ

な標識
ひょうしき

も。

基盤
き ば ん

は変
か

わらず、私
わたし

は何度
な ん ど

も目
め

にしているはず

なのだ。 
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「そういえば、、気
き

がついたら、思
おも

いでという道
みち

は通
とお

り過
す

ぎてしまったのか。」 

若
わか

い頃
ころ

、歩
ある

いたことがある道
みち

の名前
な ま え

が「思
おも

いで」

という。 

「あの頃
ころ

は妻
つま

も元気
げ ん き

だったよなあ。なにより私
わたし

もだが、お互
たが

いに若
わか

かった。また一緒
いっしょ

に、アカシ

アを見
み

に行
ゆ

きたいなぁ。」 

車椅子
くるまいす

に座
すわ

れていた時期
じ き

は病
びょう

院内
いんない

だけでも

車椅子
くるまいす

移動
い ど う

ができていたけれど、それも厳
きび

しくな

ってからはベッド横
よこ

の窓
まど

から外
そと

の景色
け し き

を見
み

ること

が妻
つま

の楽
たの

しみになっていた。 

すっかり色褪
い ろ あ

せてしまった水色
みずいろ

のパイプ椅子
い す

に腰
こし

かける、私
わたし

が妻
つま

にあげた紫 色
むらさきいろ

の大
おお

きな熊
くま

の縫
ぬ

いぐるみも、今日
き ょ う

は悲
かな

しそうに俯
うつむ

いていた。 

喉頭
こうとう

癌
がん

だった。主治医
し ゅ じ い

から妻
つま

の病名
びょうめい

を告
つ

げられ

た日
ひ

のことが頭
あたま

をよぎる。歳
とし

をとるにつれて、

少
すこ

しずつ子供
こ ど も

みたいになる妻
つま

は可愛
か わ い

くて愛
いと

おしい

が、私
わたし

は未
いま

だに現実
げんじつ

を知
し

ろうという気
き

にはなれ

そうにない。 

バスのアナウンスが次
つぎ

の停留所
ていりゅうじょ

を伝
つた

えた。 

妻
つま

と知
し

り合
あ

った当初
とうしょ

、まだ二人
ふ た り

が学生
がくせい

の頃
ころ

、、

教室
きょうしつ

の隅
すみ

で人間
にんげん

観察
かんさつ

をしていた変
か

わり者
しゃ

の私
わたし

に

話
はな

しかけてくれた妻
つま

は今日
き ょ う

も綺麗
き れ い

だった。 

妻
つま

が昔
むかし

、教
おし

えてくれたアカシアの花言葉
はなことば

が今
いま

の

私
わたし

にはお似合
に あ

いなのかもしれない。 

フライングした雨音
あまおと

が伝
つた

え忘
わす

れたことを耳元
みみもと

で

囁
ささや

いた。 
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村
むら

田
た

 旭
あきら

 

初
はじ

めまして、村田旭（むらたあきら）と言
い

いま

す。小林
こばやし

旭
あきら

と同
おな

じ漢字
かんじ

なのですが、最近
さいきん

は小林
こばやし

旭
あきら

が伝
つた

わらない人
ひと

が増
ふ

えました。少
すこ

し悲
かな

しいで

す。特
とく

に思
おも

い入
い

れはないのですが…… 

2021年
ねん

10月
がつ

から 職 員
しょくいん

として 働
はたら

かせていただ

くことになりました。介助者
かいじょしゃ

として 5年間
ねんかん

働
はたら

き

今年
ことし

で 6年目
ねんめ

を迎
むか

えます。自分
じぶん

のことを知
し

らない人
ひと

がたくさんいると思
おも

うので少
すこ

し自己
じ こ

紹 介
しょうかい

をさせてください。 

東京都
とうきょうと

三鷹市
み た か し

生
う

まれ、三鷹市
み た か し

育
そだ

ちの三鷹
みたか

っ子
こ

です。いま現在
げんざい

も三鷹
みたか

に住
す

んでいて、三鷹
みたか

を出
で

る気
き

が微塵
みじん

もないです。三鷹
みたか

といえば、ジブリの森
もり

美術館
びじゅつかん

が有名
ゆうめい

ですが一度
いちど

しか 行
おこな

ったことはありません。雪国
ゆきぐに

の人
ひと

がスノースポーツをあまりしないのと同
おな

じ原理
げんり

なのでし

ょうか？ 小 学 生
しょうがくせい

ながら楽
たの

しかった記憶
きおく

はあるので、皆
みな

さんもぜひ行
い

ってみてください！ 

歳
とし

は今年
ことし

の、6月
がつ

で 28歳
さい

になります。 

趣味
しゅみ

はスポーツをすることです。野球
やきゅう

、スノーボード、ロードバイクなど 体
からだ

を動
うご

かし

てストレスを発散
はっさん

してます！ 最 近 体
さいきんからだ

の至
いた

る 所
ところ

に老
お

いを感
かん

じますが、まだまだ現役
げんえき

だと自分
じぶん

で思
おも

い込
こ

んで

います。カラオケやダーツ、ビリヤードなどを、お酒
さけ

を飲
の

みながらみんなで楽
たの

しむことも大好
だいす

きです。コロ

ナのせいで最 近
さいきん

はできてないですが！ 

こう見
み

えても人見知
ひ と み し

りです！ここに書
か

ききれないこ

ともたくさんあるので是非
ぜ ひ

直 接
ちょくせつ

聞
き

いてください！ 

簡単
かんたん

ですが、このような感
かん

じの人間
にんげん

です。これか

ら皆様
みなさま

と関
かか

わる機会
きかい

が増
ふ

え、いろいろなことを学
まな

ぶ

機会
きかい

があると思
おも

います。しっかり自分
じぶん

の 成 長
せいちょう

に繋
つな

げ

られるよう頑張
がんば

っていきます。ご迷惑
めいわく

をおかけするこ

ともあるかと思
おも

いますが、これからどうぞよろしくお

願
ねが

いします。 
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《 活
か つ

 動
ど う

 報
ほ う

 告
こ く

 》 

2021年
ねん

 1 月
がつ

 
 

5 日
か

 ( 火
か

 ) 
ぴありす会

かい

議
ぎ

／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G M
ジーエム

会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

7 日
か

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I L P

アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（竹
たけ

島
しま

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

8 日
か

 ( 金
きん

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

12 日
にち

 ( 火
か

 ) 
チームリーダー会

かい

議
ぎ

／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／

中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

14 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

17 日
にち

 ( 日
にち

 ) 
全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

）／曙
しょ

光
こう

園
えん

評
ひょう

議
ぎ

委
い

員
いん

会
かい

（竹
たけ

島
しま

）／ 虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

委
い

員
いん

会
かい

（竹
たけ

島
しま

）／セクマイ研
けん

修
しゅう

（澤
さわ

田
だ

） 

18 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

ピアカン委
い

員
いん

会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

） 

19 日
にち

 ( 火
か

 ) 組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

20 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

21 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／無
む

人
じん

駅
えき

問
もん

題
だい

会
かい

議
ぎ

 

22 日
にち

 ( 金
きん

 ) 
東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

会
かい

議
ぎ

（瀧
たき

澤
ざわ

）／ジョブコーチ P T
プロジェクト

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

25 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

26 日
にち

 ( 火
か

 ) 
チームリーダー会

かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G M
ジーエム

会
かい

議
ぎ

／ぴありす会
かい

議
ぎ

／

中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

27 日
にち

 ( 水
すい

 ) カンファレンス（淺
あさ

川
かわ

） 

28 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I L P

アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

）／セクマイ会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

29 日
にち

 ( 金
きん

 ) 
個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／日
ひ

野
の

療
りょう

護
ご

園
えん

説
せつ

明
めい

会
かい

（竹
たけ

島
しま

）／東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

2021年
ねん

 2 月
がつ

 
 

1 日
たち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 
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2 日
か

 ( 火
か

 ) 
マネージャー会

かい

議
ぎ

／ G M
ジーエム

会
かい

議
ぎ

／相
そう

談
だん

支
し

援
えん

研
けん

修
しゅう

（竹
たけ

島
しま

）／バリアフ

リー 障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

とっかかり研
けん

修
しゅう

（澤
さわ

田
だ

、新
あら

井
い

） 

3 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、澤
さわ

田
だ

）／小
こ

金
がね

井
い

市
し

役
やく

所
しょ

交
こう

渉
しょう

（竹
たけ

島
しま

） 

4 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（澤
さわ

田
だ

） 

5 日
か

 ( 金
きん

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

8 日
か

 ( 月
げつ

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

に向
む

けた会
かい

議
ぎ

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

9 日
か

 ( 火
か

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（阿
あ

保
ぼ

、

澤
さわ

田
だ

） 

10 日
か

 ( 水
すい

 ) 鉄
てつ

道
どう

会
がい

社
しゃ

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、阿
あ

保
ぼ

、新
あら

井
い

） 

15 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

） 

16 日
にち

 ( 火
か

 ) 
個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／チームリーダー会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／バ

リアフリー 障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

とっかかり研
けん

修
しゅう

（澤
さわ

田
だ

、新
あら

井
い

） 

17 日
にち

 ( 水
すい

 ) 
全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

介
かい

助
じょ

サービス委
い

員
いん

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

）／ぴあ

りす会
かい

議
ぎ

 

18 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I L P

アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／会
かい

計
けい

報
ほう

告
こく

（竹
たけ

島
しま

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）

／セクマイ会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

19 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺川）／コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

21 日
にち

 ( 日
にち

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

） 

22 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

ピアカン委
い

員
いん

会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

） 

25 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

 

26 日
にち

 ( 金
きん

 ) 
個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

27 日
にち

 ( 土
ど

 ) 
STEP
ステップ

えどがわ主
しゅ

催
さい

オンライン 上
じょう

映
えい

会
かい

＆トークショー

( L G B T Q
エルジービーティーキュー

)（阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

2021年
ねん

 3 月
がつ

 
 

2 日
か

 ( 火
か

 ) マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

とっかかり研
けん

修
しゅう

（澤
さわ

田
だ

、新
あら

井
い

） 

3 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

） 

4 日
か

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I L P

アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

） 
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5 日
か

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

） 

7 日
か

 ( 日
にち

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

） 

8 日
か

 ( 月
げつ

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

9 日
か

 ( 火
か

 ) 
個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
ピーティー

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／

中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

10 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（淺
あさ

川
かわ

） 

11 日
にち

 ( 木
もく

 ) 

ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（淺
あさ

川
かわ

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

精
せい

神
しん

プロジェクト C I L
シーアイエル

で

活
かつ

動
どう

する精
せい

神
しん

当
とう

事
じ

者
しゃ

のワークショップ（新
あら

井
い

） 

12 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（淺
あさ

川
かわ

） 

14 日
か

 ( 日
にち

 ) 曙
しょ

光
こう

園
えん

理
り

事
じ

会
かい

（竹
たけ

島
しま

） 

16 日
にち

 ( 火
か

 ) チームリーダー会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

17 日
にち

 ( 水
すい

 ) 小
こ

平
だいら

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

団
だん

体
たい

連
れん

絡
らく

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

18 日
にち

 ( 木
もく

 ) 

ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／ジョブコーチ面
めん

談
だん

（淺
あさ

川
かわ

、瀧
たき

澤
ざわ

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

）／個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（澤
さわ

田
だ

）／通
つう

信
しん

会
かい

議
ぎ

（阿
あ

保
ぼ

、新
あら

井
い

） 

19 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

） 

22 日
にち

 ( 月
げつ

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

23 日
にち

 ( 火
か

 ) マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

24 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

拠
きょ

点
てん

専
せん

門
もん

部
ぶ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

25 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／モニタリング（竹
たけ

島
しま

） 

26 日
にち

 ( 金
きん

 ) 小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

幹
かん

事
じ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

30 日
にち

 ( 火
か

 ) 
ぴありす会

かい

議
ぎ

／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

研
けん

修
しゅう

（淺
あさ

川
かわ

、竹
たけ

島
しま

）／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ジョブコーチ対
たい

応
おう

面
めん

談
だん

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

31 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

） 

2021年
ねん

 4 月
がつ

 
 

1日
たち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

） 

5 日
か

 ( 月
げつ

 ) 組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ
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6 日
か

 ( 火
か

 ) 
マネージャー会

かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

7 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

I L P
アイエルピー

（竹
たけ

島
しま

） 

8 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I L P
アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

9 日
か

 ( 金
きん

 ) 生
せい

活
かつ

者
しゃ

ネット講
こう

演
えん

会
かい

（長
おさ

田
だ

） 

12 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 
個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

）／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

インクルー

シブ 教
きょう

育
いく

プロジェクト会
かい

議
ぎ

（長
おさ

田
だ

） 

13 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／チームリーダー会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

14 日
か

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

15 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I L P

アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹島）／東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

セ

ンター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

運
うん

営
えい

会
かい

議
ぎ

（竹島）／セクマイ会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

16 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、竹
たけ

島
しま

） 

17 日
にち

 ( 土
ど

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

） 

19 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

部
ぶ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

20 日
か

 ( 火
か

 ) 
ぴありす会

かい

議
ぎ

／ 情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

会
かい

議
ぎ

／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージ

ャー会
かい

議
ぎ

 

21 日
にち

 ( 水
すい

 ) 
全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

介
かい

助
じょ

サービス委
い

員
いん

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

22 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I L P

アイエルピー

会
かい

議
ぎ

／相
そう

談
だん

支
し

援
えん

ワーキング（竹
たけ

島
しま

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

） 

23 日
にち

 ( 金
きん

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

部
ぶ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

27 日
にち

 ( 火
か

 ) ぴありす会
かい

議
ぎ

／ 情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／会
かい

計
けい

監
かん

査
さ

 

28 日
にち

 ( 水
すい

 ) 
小
こ

平
だいら

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

団
だん

体
たい

連
れん

絡
らく

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

）／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

幹
かん

事
じ

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 
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あけましておめでとうございます^-^ 

昨
さく

年
ねん

はコロナ禍
か

でいろいろな活動
かつどう

がしにくかった 1年
ねん

ではないでしょうか？ 

みなさんは今年
ことし

どんな 1年
ねん

にしたいですか？ 

話
はなし

は変
か

わりますが、みなさんはお 正
しょう

月
がつ

料
りょう

理
り

では何
なに

が好
す

きですか？ 

私
わたし

は小
ちい

さい頃
ころ

に親
しん

戚
せき

からいただいたにんじんのたらこ炒
いた

めが好
す

きです。 

調
しら

べてみたら、青
あお

森
もり

の 郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

だそうです。 

みなさんの地
ち

域
いき

はお 正
しょう

月
がつ

に何
なに

を食
た

べますか？ 

よければ教
おし

えてください＾＾ 

通
つう

信
しん

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

：阿
あ

保
ぼ

弘
こう

平
へい

 

 

■自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

 地図
ち ず

 

  

編
へ ん

 集
し ゅ う

 後
こ う

 記
き
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障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

相談
そうだん

 

ピア・ 

カウンセリング 自立
じりつ

生活
せいかつ

 

プログラム 

介助
かいじょ

制度
せ い ど

、手当
て あ て

、 住 宅
じゅうたく

改造
かいぞう

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

などの制度
せ い ど

利用
り よ う

の

申請
しんせい

のサポート、生活
せいかつ

に関
かか

わるあらゆる相談
そうだん

 

・ 電話
で ん わ

相談
そうだん

：必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ず い じ

お受
う

けします 

・ 面接相談：月～金、１０時～１７時 

障 害 者
しょうがいしゃ

同士
ど う し

で 話
はなし

を聞
き

きあい、 

自分
じぶん

らしく生
い

きていくためのカウン

セリング（ 集 中
しゅうちゅう

講座
こ う ざ

など） 

生
せい

活 力
かつりょく

、社会性
しゃかいせい

を高
たか

めるプログラム（長期
ちょうき

プログラム、短期
た ん き

プログラ

ム、個別
こ べ つ

プログラム、単発
たんぱつ

プログラム） 

プログラムテーマ例
れい

 

… 障 害
しょうがい

って何
なん

？・介助
かいじょ

を頼
たの

もう（介助者
かいじょしゃ

との関係
かんけい

）・制度
せ い ど

学 習
がくしゅう

・フ

ィールドトリップ・お金
かね

の管理
か ん り

・調理
ちょうり

実 習
じっしゅう

   …など 

◇ 宿 泊
しゅくはく

体験
たいけん

 

民間
みんかん

のアパート（自立
じ り つ

生活
せいかつ

体験室
たいけんしつ

）に泊
と

まって、自立
じ り つ

生活
せいかつ

を体験
たいけん

す

るプログラム 

 

◇自立
じ り つ

生活
せいかつ

をめざすための 住 宅
じゅうたく

サービス 

アパート等
など

の 住 居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

 

◇広報誌
こうほうし

の発行
はっこう

 

制度
せ い ど

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

のノウハウに関
かん

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、 情 報
じょうほう

交換
こうかん
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 一般
いっぱん

の方
かた

 医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な方
かた

 

平日
へいじつ

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，６５０ ￥１，８８０ 

土日
ど に ち

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

夜
や

  勤
きん

（23時
じ

～7時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

各
かく

サービスを利用
り よ う

される方
かた

には、 協 力
きょうりょく

会費
か い ひ

を 頂
いただ

いております。 

入 会
にゅうかい

ご希望
ご き ぼ う

の方
かた

は、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

会費
か い ひ

：年額
ねんがく

4,200円
えん

(年度
ね ん ど

途中
とちゅう

から 入 会
にゅうかい

の場合
ば あ い

月額
げつがく

350円
えん

) 

近隣
きんりん

の 8市区
し く

にまたがって身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障 害 者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にサービスを 提 供
ていきょう

しています。 

（初
はじ

めてサービスを利用
り よ う

する場合
ば あ い

は、利用
り よ う

規約
き や く

等
とう

について事前
じ ぜ ん

に説明
せつめい

する場
ば

を設
もう

けさせていただきます。）  

ＩＬＰ
アイエルピー

、ピア・カウンセリング利用
り よ う

    ご相
そう

談
だん

ください。 

総合
そうごう

支援法
しえんほう

によるヘルパー利用
り よ う

      ご相
そう

談
だん

ください。 

２４時間
じ か ん

・３６５日
に ち

介助
か い じ ょ

派遣
は け ん

サービス 

《 編 集
へんしゅう

》  自立
じりつ

生活
せいかつ

センター･小平
こだいら

 

〒187-0003 東京都
とうきょうと

小平市
こだいらし

花
はな

小金井南町
こがねいみなみちょう

1-18-45-10-1Ｆ 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335 

E-MAIL:cilkodaira3＠hotmail.com 

 

《発行所
はっこうじょ

》 障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

定期
ていき

刊行物
かんこうぶつ

協 会
きょうかい

 

世田谷区
せ た が や く

祖師谷
そ し が や

3-1-17 ヴェルドゥーラ祖師谷
そ し が や

102号室
ごうしつ

 

（定価
ていか

 100円
えん

） 


